
 
 
 
 
 
 
 

第 1472 回例会 19 年 1月 22 日(月) 
   海南商工会議所   12:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 新垣  勝 
２．ロータリーソング        「四つのテスト」 

３．出席報告  

会員総数71名 出席者数46名 出席免除会員1名 

  出席率 65.71％ 前回修正出席率 91.43％ 

 

４．会長スピーチ       会長 新垣  勝 
 みなさんこんにち

は。彰化東南ロータ

リークラブから連絡

があり、４月１２日

の木曜日にこちらに

来られるそうです。

早速準備に入りたい

と思いますが、でき

るだけ多くの方々の

参加を希望しますの

で、今から予定に入れておいて下さい。 
今日はロータリー情報を少し話させてください。ご

存知のように、ロータリアンの義務として、例会出

席・会費の納入・ロータリーの友の購読があります。 
出席義務規程については、クラブ定款第８条 出席

の項にメークアップの方法とともに記載され、第１１

条 会員身分の存続の項の第４節 終結―欠席の項

には、メークアップを含む６０％、メークアップを含

まない３０％出席義務と、４回連続欠席をあげており

ます。 
ロータリークラブは何故こんなに細かく出席義務

を規定しているのでしょうか？子どもでもない大の

大人に対して。義務教育の児童・生徒の中にも不登校

で長期欠席する子どもが増えており、それでも留年す

ることなく卒業を認めている時代に。 
建前で言えば、ロータリークラブは任意の団体であ

り、入会は本人の意思による。従って、入会時の経緯

はどうであれ、入会した限りは、クラブ定款第１４条 

綱領の受託と定款・細則の遵守の項に示された条文に

従うべきであるという理屈にはなるのですが、そうい

う理詰めで無理に強制するのではなく、何故このよう

な出席義務規程を掲げなければならないのか考えて

ほしい。出欠自由を認めることと、ロータリー精神と

の間に相容れないものがあるからに外なりません。そ

れは何か？お分かりとは思いますが、改めて、ロータ

リアンとしての例会出席の重要性を再確認して頂き

たいと思います。 
お手元に今年度の「ロータリアン必携」の文頭に掲

載されていたクイズを配布しております。自分はどの

程度ロータリーのことが分かっているか？帰ってお

暇な折に一度挑戦してみてください。 
 
５．幹事報告 
○メーキャップ 
 海南ＲＣ  平尾寧章君  1/17 
○例会臨時変更のお知らせ 
 岩出ＲＣ  
   ２月１日（木）→２月３日（土）14:00～ 
          岩出市総合保健福祉センター 

 「きさらぎコンサート」 
   ２月 22日（木）→２月 18日（日）ＩＭ４組 
          岩出市総合保健福祉センター 
 和歌山北ＲＣ 
    ２月５日（月）→２月５日（月）18:30～  

        かに道楽 和歌山店 
 有田ＲＣ 
    ３月 29日（木）→３月 29日（木）18:00～  

        寿志忠  
○休会のお知らせ 
 有田ＲＣ ２月８日（木） 
 

６．会員卓話           吉田 昌生君 

江戸時代の代官とい

うのは、テレビドラマや

映画、時代小説を問わず

悪人の代表とされてい

ます。テレビで繰り返し

放映されている人気番

組「水戸黄門」にしても、

権威を笠に着て、悪徳商

人に利権を与えて弱い

百姓や町人を弾圧し、そ

こから甘い汁を吸い、結
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果、「この紋所が目に入らぬか」という名台詞で懲ら

しめられるのは大抵悪代官ときまっています。しかし、

果たしてそうきめつけてよいものでしょうか。江戸時

代の代官について検証したいと思います。 

 徳川家康の直轄領は関ヶ原の戦い、大阪の陣を経て

元禄・宝永期には約４００万石に拡大しています。こ

の内約８割を郡代・代官が支配しています。寛永１５

年（1638）、勘定所の職掌が上方と関東方代官となり、

以後、郡代も４郡代となっています。郡代・代官は幕

府の直轄領の管理を行う役職ですから、任免には常に

配慮し、その不正防止策を講じ、年貢増徴を図るよう

努めています。そのため、飢餓対策として青木昆陽よ

り以前に甘薯芋の栽培を奨励して「芋代官」と呼ばれ

領民の尊敬を集めた井戸平左衛門（石見大森）や井沢

為水後世に名を残す能吏が輩出しています。もちろん

悪代官も当然存在しましたが、幕府の度重なる改革に

よって次々に粛清されています。 

 しかし、現今の世相からしても名代官として汚泥に

塗れずに咲き出た幾多の清廉な蓮華の功績は高く評

価されるべきです。その中でも天草の鈴木重成代官は

「鈴木さま」と讃えられ神として「鈴木神社」に兄正

三、息重辰とともに祀られているのです。 

 鈴木重成は紀州藤白に発し、その流れから鎌倉時代

に三河鈴木が起こり、その一統として則定鈴木（現在

の愛知県豊田市足助町則定）が栄えますが、その子孫

で、父忠兵衛重次は徳川家康の家臣でした。重成公は

三代将軍家光の時代、３９歳で将軍家の出納を司る御

納戸頭、４１歳で上方代官になり、数々の仁政をしき

ました。 

 寛永１４年（1637）の天草・島原の乱が起こり、重

成公は初代代官として困窮した領民を救い、町村再編

整備と兄正三和尚とともに数ヶ寺を建立し、一揆犠牲

者の供養と日本の伝統的な神仏の信仰に戻ることを

大事と考え教化しました。寛容を重んじ、独善的、排

他的であることをよしとしなかったのです。医療、経

済、思想の三分野で善政を行い、４万２千石の減税を

自ら犠牲にして幕府に直訴、２代代官重辰の代になっ

て２万１千石に半減され、困窮から救われた領民は、

鈴木三公を神と称え、神と崇めて村々に祠をつくり、

それが今の鈴木神社の建立に繋がりました。それが

「鈴木さま」なのです。 

 豊田市と天草市を結ぶ「絆」（豊田市足助町の鈴木

正三公園に兄弟の銅像があり、この文字が刻まれてい

る）、「イラクよりも和楽（五代鈴木和正の書「和楽」

の額が鈴木神社の拝殿に掲げられている）」という宮

司さんのことばが、昨年１２月天草市で「第６回全国

鈴木サミット」を開催したときにたいへん印象に残り

ました。 

 「戦争もいやだったけれど、今の時代は自分の一生

でいちばん暗くていやな時代、今の人々は目に見える

ものは大事にするけれど、目に見えない神、仏、人の

心を大事にしないから平和でこころ豊かな時代がや

ってこないのだ」というのは瀬戸内寂聴さんのことば

です。親子、兄弟、世の人々をつなぐ信頼の絆が断ち

切られている時代、鈴木サミットなんて鈴木さんが喜

んでいるだけじゃないかとテレビキャスターに評さ

れましたが、私は鈴木ではありません。鈴木サミット

の世話をする私達の真意をわかってもらいたいと思

います。 

 

７．次回例会 
第 1473回例会 平成１９年１月●日（月） 

12：30～ 海南商工会議所 ４F 

８. 閉会点鐘 
 

 
 
○一般ニコニコ 
横出 廣君  親睦委員の皆さん新年会御苦労様で

した。 
阪口洋一君  新春夫婦例会で皆様に大変お世話に

なり、有難うございました。 
田村能孝君  新年夫婦例会楽しく参加させて頂き

ました。 
塩崎博司君  パソコン故障し、寺下君にお世話にな

り有難うございました。 
上中嗣郎君  柿本神社でお世話になりました。 
谷口誠也君  昨日二つのショーを楽しんできまし

た。 
深谷政男君    〃 
吉田昌生君  卓話をさせて頂きます。悪代官ではな

く名代官の話です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしい話にご注意！ 
インターネットが普及するにつれて、ロータリアン

を狙った詐欺や、ロータリー情報を悪用する電子メー

ルが増えています。最近では、ＢＭＷグループと偽り、

メールを受け取ったロータリアンが国際ロータリー

（ＲＩ）からの要請だと誤解をさせるようなメールが

出回っています。カール・ヴィルヘルム・ステンハマ

ー2005－06年度ＲＩ会長の署名とそっくりなサイン
が入っているために特に信じてしまいがちです。メー

ルの内容は、たいていが、懸賞に当たったとの旨のお

祝いの言葉に始まり、その受取人の情報を引き出そう

とするものです。ＲＩでは疑わしいと思われるメール

は、削除するようロータリアンに呼びかけています。

ＲＩはメールで、寄付や個人情報を求めることはして

いません。ご注意ください。 

 

IT・会報委員会 委員長 阪口洋一 副委員長 山畑弥生 委員 大江久夫 大谷 徹 魚谷幸司 吉田益巳 


